
会議名称 令和５年度第１回 伊達市子ども・子育て会議

議　題

開催日時 令和６年１月29日（月）　13:55～14:15

場　所 伊達市市民活動センター　交流室１・２

出席委員９名　欠席委員１名　

（市出席者：子育て支援課長、児童家庭係長、保育係長）

所管部課名  健康福祉部子育て支援課

■公開 傍聴者の人数 なし

□非公開 非公開の理由

【会議の概要】

　１　開　会

　 　　　（出席委員が過半数を超えているため会議は成立）

　２　協議事項　（資料に基づき事務局が説明）

　　・協議第１号　第３期伊達市子ども・子育て支援事業計画の策定について

　　　　　　 ⇒質疑・意見なし

　　   　　  ※協議第１号は承認。

　３　報告事項　（資料に基づき事務局が説明）

　　・報告第１号　伊達市子育て世帯くらし応援給付金について

　　　　　　 ⇒質疑なし

　　（委　員）とても良い試みである。

　　（事務局）公共施設や店舗へのポスター掲示の依頼を行い、ラジオ、ホームページなどでも周知する。

　　・報告第２号　伊達市認可保育所の入所状況（児童数）について

　　　　　　 ⇒質疑なし

　４　その他

　　・令和５年度の会議は本日で終了。令和６年度は改選期で、複数回の開催を予定している。

　５　閉　会

伊達市子ども・子育て会議　会議録

　 協議第１号　第３期伊達市子ども・子育て支援事業計画の策定について
　 報告第１号　伊達市子育て世帯くらし応援給付金について
　 報告第２号　伊達市内認可保育所の入所状況（児童数）について

出席者

公開
非公開
の別
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          日 時 令和６年１月29日（月） 14：00～ 

          場 所 伊達市市民活動センター交流室１・２ 

 



会 議 次 第 

 

 

 

１．開 会 

 

２．協議事項 

 

協議第１号 第３期伊達市子ども・子育て支援事業計画の策定について 

 

３．報告事項 

 

報告第１号 伊達市子育て世帯くらし応援給付金について 

報告第２号 伊達市内認可保育所の入所状況（児童数）について 

  

４．その他 

 

５．閉 会 

 



【協議第１号】 

第３期伊達市子ども・子育て支援事業計画の策定について 

 

 

■経緯 

子ども・子育て支援法に基づき、教育・保育や地域の子育て支援事業などを計画的に推進するこ

とを目的として、「伊達市子ども・子育て支援事業計画」を策定している。 

 現行計画である第２期計画の計画期間は、令和２（2020）年度～令和６（2024）年度までとなって

おり、第３期計画は、令和７（2025）年度～令和 11（2029）年度の計画期間であることから、令和

５（2023）年度～令和６（2024）年度で計画策定作業をおこなう。 

 

 

■策定スケジュール  

令和５（2023）年度 １月～３月 ニーズ調査（アンケート調査、回収データ分析） 

令和６（2024）年度 
４月～２月 計画書素案策定作業 

３月 計画書完成 

令和７（2025）年度 ４月～ 第３期計画施行 

※詳細は別添資料のとおり 

 

 

■ニーズ調査概要 

調査方法  「Logo フォーム」を活用した Web 回答方式（困難な場合は、紙媒体での調査票） 

       集計・分析は、業務委託契約受託者である大和産業株式会社が行い、報告書として

取りまとめる。 

 

調査対象  調査対象件数は、1,600 件を想定 

【内訳】未就学児がいる世帯：500 世帯、小学生がいる世帯：500 世帯 

    中学生がいる世帯：320 世帯、高校生がいる世帯 280 世帯 

前回調査と同様に０歳から 18 歳程度までのお子さんをもつ保護者を対象 

 

 調査期間  令和６（2024）年２月２日（金）～２月 16日（金）までの 15 日間 

 

設問内容  家族構成や保護者の就労形態など家庭類型の把握のための統計部分は、第２期計画

の調査項目と同様とし、前回調査から時間の経過により現状に馴染まない設問や今

後の子育て施策に関連する設問は、国が示す調査の手引きなど参考にしながら伊達

市独自の設問を検討している 

 

回収方法  回収率の向上を図るため、学校や保育所等へ調査票の配付・回収を依頼 



第３期伊達市子ども・子育て支援事業計画策定スケジュール案
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調査票配付の準備（依頼など）

ニーズ調査業務委託契約

伊達市子ども子育て会議
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経営会議に係る理事者協議、原案修正

経営会議付議、原案修正

議会第３回定例会（所管事務調査）

原案修正

広報記事〆切（パブリックコメント）

パブリックコメント準備

パブリックコメント実施

パブリックコメント反映

伊達市子ども子育て会議

第３期伊達市子ども子育て支援事業計

画施行

R7.2

R7.3

令和５年度

R6.7 R6.8 R6.9 R6.10

R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9R5.10 R5.11

令和６年度
R5.10 R5.11

適宜修正

R6.2

R7.1 R7.2 R7.4

R7.3 R7.4

R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6

R6.10 R6.11 R6.12 R7.1R5.12 R6.1 R6.3

R6.11 R6.12R5.12 R6.1
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ニーズ調査票（案） 

 

 

未就学のお子さんのいる保護者の方用 
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■お住いの地域について                                        

問１ お住いの地区をお答えください。（1 つを選択） 

１. 南黄金町 ２. 北黄金町 ３. 南稀府町 ４. 中稀府町 ５. 北稀府町 ６. 萩原町 ７. 舟岡町 

８. 弄月町 ９. 清住町 10. 松ケ枝町 11. 幌美内町 12. 梅本町 13. 末永町 14. 竹原町 15. 乾町 

16. 館山下町 17. 館山町 18. 上館山町 19. 東関内町 20. 西関内町 21. 喜門別町 22. 志門気町 

23. 長和町 24. 上長和町 25. 若生町 26. 大平町 27. 東有珠町 28. 南有珠町 29. 北有珠町 

30. 向有珠町 31. 有珠町 32. 旭町 33. 東浜町 34. 鹿島町 35. 元町 36. 大町 37. 網代町 

38. 錦町 39. 西浜町 40. 山下町 41. 大滝区本町 42. 大滝区優徳町 43. 大滝区北湯沢温泉町 

44. 大滝区清陵町 45. 大滝区昭園町 46. 大滝区円山町 47. 大滝区本郷町 48. 大滝区上野町 

49. 大滝区三階滝町 50. 大滝区清原町 51. 大滝区宮城町 52. 大滝区豊里町 53. 大滝区愛地町 

54. 大滝区大成町 

 

 

■ご家族の状況について                                         

問２ この調査票にご回答いただいている方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（１つを

選択） 

１．母親 

２．父親 

３．その他（                    ） 

 

 

問３ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つを選択） 

１．配偶者がいる 

２．配偶者はいない 

３．その他（                    ） 

 

 

問４ お子さんの生年月をお答えください。（１つを選択） 

１. 平成 29 年４月２日～平成 30 年４月１日 ２. 平成 30 年４月２日～平成 31 年４月１日 

３. 平成 31 年４月２日～令和２年４月１日  ４. 令和２年４月２日～令和３年４月１日 

５. 令和３年４月２日～令和４年４月１日  ６. 令和４年４月２日～令和５年４月１日 

７. 令和５年４月２日～ 

 

 

問５ お子さんと同居しているご家族はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１. 母親 ２. 父親 ３. 母親（父が単身赴任中） ４. 父親（母が単身赴任中） ５. 兄弟姉妹 

６. 祖父母 ７. 父母・兄弟姉妹・祖父母以外の親族 ８. その他（                    ） 
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問６ お子さんの子育て（教育を含む）をご家庭内で主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

お答えください。（１つを選択） 

１．父母ともに 

２．主に母親 

３．主に父親 

４．主に祖父母 

５．その他（                    ） 

 

 

■子どもの子育て環境について                                         

問７ お子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。お子さんからみた関

係でお答えください。（あてはまるものすべてを選択） 

１．父母ともに ２．母親 ３．父親 ４．祖父母 ５．幼稚園 ６．保育所 ７．認定こども園 

８．その他（                    ） 

 

 

問８ お子さんの子育て（教育を含む）に、最も影響すると思われる環境はどれだと思いますか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．家庭 ２．地域 ３．幼稚園 ４．保育所 ５．認定こども園 

６．その他（                    ） 

 

 

問９ 日頃、お子さんについて、主に子育てを行っている方以外にみてもらえる親族・知人はいますか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない ⇒ 問 10 へ 

 

問９-1 問９で「１」または「２」を選択した方にうかがいます。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．祖父母等の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                    ） 



- 3 - 

 

 

問９-2 問９で「３」または「４」を選択した方にうかがいます。  

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                    ） 

 

 

問 10 お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所は

ありますか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人 ３．近所の人 ４．子育て支援施設（子育て支援センター等） 

５．保健所・保健センター ６．保育士 ７．幼稚園教諭 ８．民生委員・児童委員 ９．かかりつけの医師 

10．市役所等の子育て関連担当窓口（子育て支援課等） 11．相談できる人（場所）はいない 

11．その他（                    ） 

 

 

■お子さんの保護者の就労状況について                                  

「フルタイム」とは、１週 5 日程度・１日８時間程度の就労を指します。 

「パート・アルバイト等」とは、フルタイム以外の就労を指します。 

※父母以外の方がお子さんを養育している場合、女性は「母親」欄、男性は「父親」欄にご記入ください。 

 

問 11 現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

(１)母親 【父子家庭の場合は記入不要です】（１つを選択） 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない  

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である   

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない  

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である  

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

(１)-1 (１)母親で「１」～「４」を選択した方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」と「帰宅時刻」をお

答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。産休・育

休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

時間は、24 時間制でご記入ください。（例：08 時 00 分～18 時 00 分） 
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①就労日数・就労時間   ⇒１週当たり [   ]日 １日当たり [   ]時間 

②家を出る時間・帰宅時間 ⇒家を出る時刻 [  ]時 [  ]分 帰宅時刻 [  ]時 [  ]分 

 

(２)父親 【母子家庭の場合は記入不要です】（1 つを選択） 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

(２)-1 (２)父親で「１」～「４」を選択した方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」と「帰宅時刻」をお

答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。育休・介

護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

時間は、24 時間制でご記入ください。（例：08 時 00 分～18 時 00 分） 

①就労日数・就労時間   ⇒１週当たり [   ]日 １日当たり [   ]時間 

 

②家を出る時間・帰宅時間 ⇒家を出る時刻 [  ]時 [  ]分 帰宅時刻 [  ]時 [  ]分 

 

 

問 12 問 11 の(１)母親・(２)父親で、「３」または「４」を選択した方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つを選択） 

(１)母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

(２)父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

 

問 13 問 11 の(１)母親・(２)父親で、「５」または「６」を選択した方にうかがいます。 

就労したい希望はありますか。（１つを選択） 

また、希望する年齢・日数・時間をお答えください。 



- 5 - 

 

 

(１)母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが０～２歳になったころに就労したい 

３．一番下の子どもが３～５歳になったころに就労したい 

４．一番下の子どもが６～11 歳になったころに就労したい 

５．一番下の子どもが 12 歳以上になったら就労したい 

６．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  ⇒希望する就労形態 ア．フルタイム 

 イ．パート・アルバイト等 ⇒１週当たり[  ]日  １日当たり[  ]時間 

 

(２)父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが０～２歳になったころに就労したい 

３．一番下の子どもが３～５歳になったころに就労したい 

４．一番下の子どもが６～11 歳になったころに就労したい 

５．一番下の子どもが 12 歳以上になったら就労したい 

６．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  ⇒希望する就労形態 ア．フルタイム 

            イ．パート・アルバイト等 ⇒１週当たり[  ]日  １日当たり[  ]時間 

 

 

■平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について                            

「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している幼稚園や保育所など、問 14 に示す事業のこ

とを指します。 

問 14 お子さんは現在、平日に「定期的な教育・保育の事業（以下「幼稚園・保育所など」とします）」を利用

されていますか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．幼稚園（通常の就園時間のみ） 

２．幼稚園（通常の就園時間を延長して、定期的に預かり保育を利用） 

３．保育所 

４．認定こども園 

５．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

６．ベビーシッター 

７．どこも利用をしていない 

８．その他（                    ） 

 

問 14-1 問 14 で「１」～「6」または「８」を選択した方にうかがいます。 

 現在、利用している場所はどちらですか。「２．伊達市以外」の場合は、市町村名もご記入ください。 

１．伊達市内 ２．伊達市以外（          ） 

 



- 6 - 

 

 

問 14-2 問 14 で「１」～「６」または「８」を選択した方にうかがいます。 

平日に定期的に利用している「幼稚園・保育所など」について、どのくらい利用していますか。１週当たり何日、

１日当たり何時間（何時から何時まで）かをお答えください。 

時間は、24 時間制でご記入ください。（例：08 時～18 時） 

⇒１週当たり [  ]日 １日当たり [  ]時間（[  ]時～[  ]時） 

 

 

問 15 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の「幼稚園・保育所など」を、「定

期的に」利用したいと考えるものをお答えください。（あてはまるものすべてを選択） 

※ 利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

１．幼稚園（通常の就園時間のみ） 

２．幼稚園（通常の就園時間を延長して、定期的に預かり保育を利用） 

３．保育所 

４．認定こども園 

５．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

６．ベビーシッター 

７．ファミリー・サポート・センター※１ 

８．どこも利用を希望しない 

９．その他（                    ） 

※１「ファミリー・サポート・センター」とは、子育て中の労働者や主婦を会員として、子どもの預かりの援助

を受けたい者と援助を行いたい者が相互援助する地域による子どもの預かり事業です。（現在、未実施） 

 

問 15-1 問 15 で「１」～「７」または「９」を選択した方にうかがいます。 

利用したい場所はどちらですか。 

「２．伊達市以外」の場合は、市町村名もご記入ください。 

１．伊達市内 ２．伊達市以外（          ） 

 

問 15-2 問 15 で「１」～「７」または「９」を選択した方にうかがいます。 

どのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かをお答えください。 

時間は、24 時間制でご記入ください。（例：08 時～18 時） 

⇒１週当たり [  ]日 １日当たり [  ]時間（[  ]時～[  ]時） 

 

問 15-3 問 15 で「１」または「２」を選択し、かつ「３」～「７」または「９」を選択した方にうかがいま

す。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。 

（１つを選択）  

１．はい 

２．いいえ 
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■地域の子育て支援事業の利用状況について                                

「子育て支援センター」とは、親子が集まって過ごしたり、子育てに関する相談をしたり、情報提供を受けたり

する場のことです。 

問 16 お子さんは、現在、「子育て支援センター（えがお、おひさま、くろーばー）」を利用していますか。 

（１つを選択）  

利用している場合、おおよその利用回数（頻度）をお答えください。 

１．利用している ⇒１週当たり[  ]回 もしくは １か月当たり[  ]回程度 

２．利用していない 

 

 

問 17 「子育て支援センター（えがお、おひさま、くろーばー）」について、今は利用していないが、できれば

今後利用したい、あるいは利用日数を増やしたいと思いますか。（１つを選択） 

また、おおよその回数（頻度）をお答えください。 

１．利用していないが、今後利用したい ⇒１週当たり[  ]回 もしくは １か月当たり[  ]回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

⇒１週当たり[  ]回 もしくは １か月当たり[  ]回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

 

問 18 子育てに関する情報（子育てサービス、保育情報、子どもの発達、育児など）を入手する時、どの媒体（人）

をよく利用していますか。（３つまで選択） 

１．市の広報紙  

２．市のホームページ 

３．市のだてっこ子育てきずな LINE 

４．市の公式 LINE 

５．子育て支援センター 

６．子育て支援課・保健センター 

７．インターネット検索  

８．SNS・アプリ 

９．親族・友人など身近な人 

10．保育所・幼稚園など 

11．その他（                    ） 
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問 19 伊達市が子育て情報を発信する場合、どのような情報を発信してほしいと思いますか。（３つまで選択）  

１．月齢に応じた子育て情報（子どもの発達など） 

２．健診や予防接種などの情報 

３．子どもの食にかかわる情報（離乳食レシピなど） 

４．保育所や幼稚園の情報 

５．子どもの病気の時の対応に関する情報 

６．近隣の医療機関の情報 

７．児童手当など公的な経済支援に関する情報 

８．子育てに関するイベント情報 

９．利用したいとは思わない 

10．その他（                    ） 

 

 

■土曜・休日や長期休暇中の幼稚園・保育所などの利用希望について                     

問 20 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、「幼稚園・保育所など」の利用希望はありますか（一時的

な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制でご記入ください。（例：08 時～18 時) 

※ 利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

(１)土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい        

３．月に１～２回は利用したい ⇒利用したい時間帯 [  ]時から [  ]時 

 

(２)日曜・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい        

３．月に１～２回は利用したい ⇒利用したい時間帯 [  ]時から [  ]時 

 

 

問 20-1 問 20 の(１)と(２)で、「３」を選択した方にうかがいます。  

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                    ） 
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問 21 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。  

お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の幼稚園の利用を希望しますか。希望がある場合は、

利用したい時間帯を、24 時間制でご記入ください。 

（例：09 時～18 時） 

※ 利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

３．休みの期間中、週に数日利用したい ⇒利用したい時間帯 [  ]時から [  ]時 

 

 

■病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用している方のみ）                    

問 22 問 14 で「１」～「６」または「８」を選択した方にうかがいます。 

問 14 で「７．どこも利用していない」を選択した方は、問 23 にお進みください。 

この１年間に、お子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはありますか。（１つを選択） 

１．あった    ⇒ 問 22-1 へ 

２．なかった   ⇒ 問 23 へ 

 

問 22-1 問 22 で「１」を選択した方にうかがいます。この１年間に行った対処方法と、それぞれのおおよそ

の日数は何日でしたか。（あてはまるものすべてを選択） 

※ 半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。 

【１年間の対処方法】                 【日数】 

ア．母親が仕事を休んだ              [  ]日 

イ．父親が仕事を休んだ                 [  ]日 

ウ．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった [  ]日 

エ．母親または父親のうち就労していない方が子どもをみた [  ]日 

オ．病児・病後児保育施設等を利用した       [  ]日 

カ．ベビーシッターを利用した             [  ]日 

キ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた      [  ]日 

ク．その他（                    ） [  ]日 

 

 

問 22-2 問 22-1 で「ア」「イ」のいずれかを選択した方にうかがいます。その際、「できれば病児・病後児保

育施設等を利用したい」と思われましたか。また、利用したいと思った日数をお答えください。（１つを選択） 

※ 利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒[  ]日  

２．利用したいとは思わない 
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問 22-3 問 22-2 で「２」を選択した方にうかがいます。  

そう思われる理由をお答えください。（あてはまるものすべてを選択） 

１．体調不良の子どもを他人に見てもらうのは不安 

２．事業の質に不安がある 

３．利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで対応するので必要ない 

 

７．その他（                    ） 

 

 

■日中の一時的な保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について                     

問 23 お子さんについて、定期的に利用している幼稚園・保育所や、病気の際の保育以外に、日中の私用、親の

通院、不定期の就労等の理由で一時的な預け先として利用している事業はありますか。 

（あてはまるものすべてを選択して、１年間のおおよその利用日数もお答えください。） 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時預かり 

（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） [  ]日 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） [  ]日 

３．ベビーシッター                           [  ]日 

４．利用していない  ⇒ 問 23-1 へ 

５．その他（                    ） 

 

問 23-1 問 23 で「４」を選択した方にうかがいます。  

現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業がない 

３．事業の質に不安がある 

４．利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                    ） 
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問 24 お子さんについて、日中の私用、親の通院、不定期の就労等の理由で、年間何日くらい一時的な保育事業

や短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用する必要があると思いますか。 

（あてはまる番号・記号すべてを選択して、必要な日数（宿泊を伴う場合は、泊数）をお答えください。） 

※ 利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

１．利用したい                      合計[  ]日（[  ]泊） 

ア．私用（買物、子どもや親の習い事等）リフレッシュ目的   [  ]日（[  ]泊） 

イ．冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院 等        [  ]日（[  ]泊） 

ウ．不定期の就労                    [  ]日（[  ]泊） 

エ．保護者や家族の育児疲れや不安              [  ]日（[  ]泊） 

オ．その他（                    ）   [  ]日（[  ]泊） 

２．利用する必要はない 

 

 

問 25 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊りがけで家族

以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。 

あった場合は、この１年間の対処方法と日数をお答えください。 

（あてはまる番号・記号すべてを選択して、おおよその泊数をお答えください。） 

【１年間の対処方法】                        【日数】 

１．あった（「ア」～「カ」を選択） 

ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった            [  ]泊 

イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した        [  ]泊 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 

ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した [  ]泊 

エ．仕方なく子どもを同行させた                [  ]泊 

オ．仕方なく子どもだけで留守番をさせた            [  ]泊 

カ．その他（                    ）       [  ]泊 

２．なかった 
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■小学校就学後の放課後の過ごし方について                                

【お子さんが令和６年４月から小学校へ入学されるご家庭のみお答えください】 

⇒ お子さんの小学校入学が令和７年度以降の方は、問 30 へ 

問 26 お子さんについて、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

それぞれ希望する週当たりの日数もお答えください。（あてはまるものすべてを選択） 

 

（１）お子さんが小学校低学年（１～３年生）になったとき ※現在の予定で構いません。 

１．自宅                     週 [  ]日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅             週 [  ]日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）） 週 [  ]日くらい 

４．児童館※１                     週 [  ]日くらい 

５．放課後児童クラブ（学童保育）※２         週 [  ]日くらい 

６．ファミリー・サポート・センター         週 [  ]日くらい 

７．その他（公園など）                 週 [  ]日くらい 

 

（２）お子さんが小学校高学年（４～６年生）になったとき ※現在の予定で構いません。 

１．自宅                     週 [  ]日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅             週 [  ]日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）） 週 [  ]日くらい 

４．児童館                     週 [  ]日くらい 

５．放課後児童クラブ（学童保育）         週 [  ]日くらい 

６．ファミリー・サポート・センター         週 [  ]日くらい 

７．その他（公民館、公園など）             週 [  ]日くらい 

※１「児童館」とは、校区に関係なく０歳から 18 歳までの子どもとその保護者が無料で来館して利用すること

ができ、専任の児童厚生員による遊びの指導や季節の行事を一緒に楽しむことができる施設です。 

※２「放課後児童クラブ」とは、保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、支援員のもと、子どもの

生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の料金がかかります。 

 

 

問 27 問 26（１）と（２）で「5．放課後児童クラブ（学童保育）」を選択した方にうかがいます。 

日曜日・祝日の、放課後児童クラブの利用希望はありますか。（１つを選択）  

利用したい時間帯を、24 時間制でご記入ください。（例：09 時 00 分～18 時 00 分） 

※ 利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

 

(１)日曜・祝日                 【利用したい時間帯】 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい     [  ]時[  ]分から[  ]時[  ]分まで 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい   [  ]時[  ]分から[  ]時[  ]分まで 

３．利用する必要はない 
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問 28 すべての方にうかがいます。 お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中の放課後児童

クラブの利用希望はありますか。（１つを選択）  

利用したい時間帯を、24 時間制でご記入ください。（例：09 時 00 分～18 時 00 分） 

※ 利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

【利用したい時間帯】 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい     [  ]時[  ]分から[  ]時[  ]分まで 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい   [  ]時[  ]分から[  ]時[  ]分まで 

３．利用する必要はない 

 

 

■育児休業について                                           

問 29 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。（母親、父親ごとに

１つを選択）また、取得していない方はその理由をご記入ください。（あてはまるものすべてを選択） 

（１）母親 

１．働いていなかった ２．取得した（取得中である） ３．取得していない 

 

あてはまる理由を下の番号から選んでください（すべて） 

【取得していない理由】 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど制度を活用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週、産後８週）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                    ） 

 

（２）父親 

１．働いていなかった ２．取得した（取得中である） ３．取得していない 

 

あてはまる理由を下の番号から選んでください（すべて） 
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【取得していない理由】 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど制度を活用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週、産後８週）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                    ） 

 

問 29 の(１)母親・(２)父親で、で「１．働いていなかった」と「３．取得していない」を選択した方は、問 30

へお進みください 

 

問 29-1 問 29 で「２．取得した（取得中である）」を選択した方にうかがいます。  

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（母親、父親ごと１つを選択） 

（１）母親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

 

（２）父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

 

問 29-2 問 29-１で「１」「２」を選択した方にうかがいます。 

 育児休業から職場に復帰した（復帰予定）時期は、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。 

（１つを選択） 

 

※年度初めでの保育所入所を希望して、１月～２月に復帰して一時的に認可外保育所に入所した場合なども「１．

育児休業取得後、職場に復帰した」にあてはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際に

は希望する保育所に入所できなかった場合も「１」を選択してください。 



- 15 - 

 

 

（１）母親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった  

 

（２）父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった  

 

 

■子育てのしやすさや満足度についてうかがいます。                           

問 30 伊達市は子育てがしやすいまちだと感じますか。（１つを選択）また、その理由もご記入ください。 

１．子育てしやすいと感じる 

２．どちらかといえば、子育てしやすいと感じる 

３．どちらかといえば、子育てしやすいと感じない 

４．子育てしやすいと感じない 

５．わからない 

理由（                    ） 

 

問 31 伊達市における子育ての環境や支援への満足度についてお答えください。（１つを選択） 

１．満足度が非常に高い 

２．満足度が高い 

３．普通 

４．満足度が低い 

５．満足度が非常に低い 

 

 

問 32 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。 

 

 

 

 

 

 

以上ですべてのアンケート調査は終わりです。 

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

第３期伊達市子ども・子育て支援事業計画 

ニーズ調査票（案） 

 

 

小学生・中学生・高校生の保護者の方用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊達市健康福祉部子育て支援課 
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■お住いの地域について                                        

問１ お住いの地区をお答えください。（1 つを選択） 

１. 南黄金町 ２. 北黄金町 ３. 南稀府町 ４. 中稀府町 ５. 北稀府町 ６. 萩原町 ７. 舟岡町 

８. 弄月町 ９. 清住町 10. 松ケ枝町 11. 幌美内町 12. 梅本町 13. 末永町 14. 竹原町 15. 乾町 

16. 館山下町 17. 館山町 18. 上館山町 19. 東関内町 20. 西関内町 21. 喜門別町 22. 志門気町 

23. 長和町 24. 上長和町 25. 若生町 26. 大平町 27. 東有珠町 28. 南有珠町 29. 北有珠町 

30. 向有珠町 31. 有珠町 32. 旭町 33. 東浜町 34. 鹿島町 35. 元町 36. 大町 37. 網代町 

38. 錦町 39. 西浜町 40. 山下町 41. 大滝区本町 42. 大滝区優徳町 43. 大滝区北湯沢温泉町 

44. 大滝区清陵町 45. 大滝区昭園町 46. 大滝区円山町 47. 大滝区本郷町 48. 大滝区上野町 

49. 大滝区三階滝町 50. 大滝区清原町 51. 大滝区宮城町 52. 大滝区豊里町 53. 大滝区愛地町 

54. 大滝区大成町 

 

 

■ご家族の状況について                                        

問２ お子さんの学年をお答えください。（１つを選択） 

１. 小学校１年生（義務教育学校１年生） ２. 小学校２年生（義務教育学校２年生） 

３. 小学校３年生（義務教育学校３年生） ４. 小学校４年生（義務教育学校４年生） 

５. 小学校５年生（義務教育学校５年生） ６. 小学校６年生（義務教育学校６年生） 

７. 中学校１年生（義務教育学校７年生） ８. 中学校２年生（義務教育学校８年生） 

９. 中学校３年生（義務教育学校９年生） 10. 高等学校１年生 

11. 高等学校２年生           12. 高等学校３年生 

 

 

問３ お子さんと同居しているご家族はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１. 母親 ２. 父親 ３. 母親（父が単身赴任中） ４. 父親（母が単身赴任中） ５. 兄弟姉妹 

６. 祖父母 ７. 父母・兄弟姉妹・祖父母以外の親族 ８. その他（                    ） 

 

 

問４ お子さんの子育て（教育を含む）をご家庭内で主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係で

お答えください。（１つを選択） 

１．父母ともに 

２．主に母親 

３．主に父親 

４．主に祖父母 

５．その他（                    ） 
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■子どもの子育て環境について                                     

問５ 日頃、お子さんについて、主に子育てを行っている方以外にみてもらえる親族・知人はいますか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない ⇒ 問６へ 

 

問５-1 問５で「１」または「２」を選択した方にうかがいます。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．祖父母等の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                    ） 

 

問５-2 問５で「３」または「４」を選択した方にうかがいます。  

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                    ） 

 

 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はあ

りますか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人 ３．近所の人 ４．保健所・保健センター ５．学校の教職員 

６．民生委員・児童委員 ７．かかりつけの医師 ８．市役所等の子育て関連担当窓口（子育て支援課等） 

９．相談できる人（場所）はいない 10．その他（                    ） 
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■お子さんの保護者の就労状況について                                 

「フルタイム」とは、１週 5 日程度・１日８時間程度の就労を指します。 

「パート・アルバイト等」とは、フルタイム以外の就労を指します。 

※父母以外の方がお子さんを養育している場合、女性は「母親」欄、男性は「父親」欄にご記入ください。 

 

問７ 現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

(１)母親 【父子家庭の場合は記入不要です】（１つを選択） 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

(１)-1 (１)母親で「１」～「４」を選択した方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」と「帰宅時刻」をお

答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。産休・育

休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

時間は、24 時間制でご記入ください。（例：08 時 00 分～18 時 00 分） 

①就労日数・就労時間   ⇒１週当たり [   ]日 １日当たり [   ]時間 

②家を出る時間・帰宅時間 ⇒家を出る時刻 [  ]時 [  ]分 帰宅時刻 [  ]時 [  ]分 

 

 

(２)父親 【母子家庭の場合は記入不要です】（1 つを選択） 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

(２)-1 (２)父親で「１」～「４」を選択した方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時刻」と「帰宅時刻」をお

答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。育休・介

護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

時間は、24 時間制でご記入ください。（例：08 時 00 分～18 時 00 分） 

①就労日数・就労時間   ⇒１週当たり [   ]日 １日当たり [   ]時間 

②家を出る時間・帰宅時間 ⇒家を出る時刻 [  ]時 [  ]分 帰宅時刻 [  ]時 [  ]分 
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問８ 問７の(１)母親・(２)父親で、「３」または「４」を選択した方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つを選択） 

(１)母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

(２)父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

 

問９ 問７の(１)母親・(２)父親で、「５」または「６」を選択した方にうかがいます。 

就労したい希望はありますか。（１つを選択） 

また、希望する年齢・日数・時間をお答えください。 

(１)母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが０～２歳になったころに就労したい 

３．一番下の子どもが３～５歳になったころに就労したい 

４．一番下の子どもが６～11 歳になったころに就労したい 

５．一番下の子どもが 12 歳以上になったら就労したい 

６．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  ⇒希望する就労形態 ア．フルタイム 

            イ．パート・アルバイト等 ⇒１週当たり[  ]日  １日当たり[  ]時間 

 

(２)父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．一番下の子どもが０～２歳になったころに就労したい 

３．一番下の子どもが３～５歳になったころに就労したい 

４．一番下の子どもが６～11 歳になったころに就労したい 

５．一番下の子どもが 12 歳以上になったら就労したい 

６．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  ⇒希望する就労形態 ア．フルタイム 

            イ．パート・アルバイト等 ⇒１週当たり[  ]日  １日当たり[  ]時間 
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【問 10～問 14 は、小学校（または義務教育学校１年生から６年生）に通うお子さんがいるご家庭のみお答え

ください。】 

⇒お子さんが中学生（または義務教育学校７年生から９年生）・高校生のみのご家庭は問 15 へ 

 

■放課後児童クラブの利用についてうかがいます。                            

「放課後児童クラブ」とは、保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導者の下、子どもの生活の

場を提供するものです。 

 

問 10 お子さんは現在、放課後児童クラブを利用していますか。（１つを選択） 

１．利用している ２．利用していない 

 

問 10-1 問 10 で「１」を選択した方にうかがいます。  

放課後児童クラブの利用日数はどれくらいですか。（それぞれ１つを選択） 

(１)週当たりの日数 

・１日 ・２日 ・３日 ・４日 ・５日 ・６日以上 

 

(２)うち日曜日・祝日の利用 

１．ある 

２．ない 

 

問 10-2 問 10 で「２」を選択した方にうかがいます。  

放課後児童クラブを利用していない理由はなんですか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．親が子どもの面倒をみているため利用する必要がない 

２．祖父母や親戚がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．父母ともに働いていて利用したいが、放課後児童クラブに空きがない 

５．父母ともに働いていて利用したいが、延長など時間帯の条件が合わない 

６．経済的な理由で預けられない 

７．父母ともに働いているが習い事をしているため利用する必要がない 

８．放課後の短時間ならば、子どもだけで大丈夫だと思う 

９．就労しているが他の施設に預けている 

10．その他（                    ） 
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問 11 すべての方にうかがいます。  

お子さんについて、今後、平日・土曜日の放課後児童クラブの利用希望はありますか。（１つを選択） 

希望がある場合は、週当たりの日数をご記入ください。 

※利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい   週 [   ]日くらい 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 週 [   ]日くらい 

３．利用する必要はない 

 

 

問 12 お子さんについて、日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。（１つを選択） 

希望がある場合は、希望したい時間帯を 24 時間制でご記入ください。（例：09 時 30 分～1７時 30 分まで） 

※利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

(１)日曜日・祝日              【利用したい時間帯】 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい   [  ]時 [  ]分から[  ]時 [  ]分まで 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい [  ]時 [  ]分から[  ]時 [  ]分まで 

３．利用する必要はない 

 

問 12-1 問 12 で「１」または「２」を選択した方にうかがいます。  

土曜日・日曜日・祝日の利用を希望されたのはなぜですか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．土曜・日曜・祝日に仕事が入るため（月に３回以上） 

２．土曜・日曜・祝日に仕事が入ることがあるため（月に１・２回程度） 

３．その他（                    ） 

 

 

問 13 お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望は

ありますか。（１つを選択） 

希望がある場合は、利用したい時間帯を 24 時間制でご記入ください。（例：09 時 30 分～17 時 30 分まで） 

※利用には、一定の利用者負担金が発生します。 

                      【利用したい時間帯】 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい   [  ]時 [  ]分から[  ]時 [  ]分まで 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい [  ]時 [  ]分から[  ]時 [  ]分まで 

３．利用する必要はない 
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【問 1４からは、すべてのご家庭でお答えください。】 

 

■児童館についてうかがいます。                                    

「児童館」とは、校区に関係なく０歳から 18 歳までの子どもとその保護者が無料で来館して利用することがで

き、専任の児童厚生員による遊びの指導や季節の行事を一緒に楽しむことができる施設です。 

 

問 14 お子さんは、現在、児童館を利用していますか。（１つを選択） 

１．利用している ⇒１週当たり[  ]日 もしくは １か月当たり[  ]回程度 

２．利用していない 

 

問 14-1 問 14 で「１」を選択した方にうかがいます。 

日曜日に児童館を利用できるとしたら利用を希望しますか。（１つを選択） 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２回程度利用したい 

３．利用する必要はない 

 

 

■子育てに関する不安や悩みについてうかがいます。                           

問 15 この調査票にご回答いただいている方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（１つ

を選択） 

１．母親 

２．父親 

３．その他（                    ） 

 

 

問 16 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つを選択） 

１．配偶者がいる 

２．配偶者はいない 

３．その他（                    ） 

 

 

問 17 あなたは自分にとって子育てが楽しいと感じることが多いと思いますか。 

それともつらいと思うことが多いと思いますか。（１つを選択） 

１．楽しいと感じることが多い 

２．楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらいある 

３．つらいと感じることが多い 

４．わからない 
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問 18 あなたは子育てをする上でどのような不安や悩みをもっていますか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

１．子どもの病気や発達・発育に関すること 

２．子どもの食事や栄養に関すること 

３．子どものしつけに関すること 

４．子どもとの時間を十分にとれないこと 

 

５．子どもの教育に関すること 

６．子どもの友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること 

７．相談相手や手助けしてくれる人がいないこと 

８．子どもを叱りすぎているような気がすること 

９．仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと 

10．子育てに関する経済的負担に関すること 

11．子育てに関するストレスや体の疲れに関すること 

1２．不安や悩みはもっていない 

1３．その他（                    ） 

 

 

■仕事と生活の調和についてうかがいます。                               

問 19 あなたは生活の中で「仕事」と「生活」をバランスよく生活できていると感じますか。（１つを選択） 

１．バランスよく生活できている     

２．どちらともいえない  

３．バランスよく生活できていない 

 

 

問 20 あなたの生活の中での「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生活時間」の優先度についてうか

がいます。「希望」と「現実」についてそれぞれお答えください。 

（それぞれ１つを選択） 

 

問 20-1 希望 

１．仕事時間を優先     ２．家事（育児）時間を優先 

３．プライベート時間を優先 ４．その他（                    ） 

 

問 20-2 現実 

１．仕事時間を優先     ２．家事（育児）時間を優先 

３．プライベート時間を優先 ４．その他（                    ） 
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■子育て支援策についてうかがいます。                                 

問 21 子育てに関する情報（子育てサービス、保育情報、子どもの発達、育児など）を入手する時、どの媒体

（人）をよく利用していますか。（３つまで選択） 

１．市の広報紙  

２．市のホームページ 

３．市のだてっこ子育てきずな LINE 

４．市の公式 LINE 

５．子育て支援センター 

６．子育て支援課・保健センター 

７．インターネット検索  

８．SNS・アプリ 

９．親族・友人など身近な人 

10．保育所・幼稚園など 

11．その他（                    ） 

 

 

問 22 伊達市が子育て情報を発信する場合、どのような情報を発信してほしいと思いますか。（３つまで選択）  

１．月齢に応じた子育て情報（子どもの発達など） 

２．健診や予防接種などの情報 

３．子どもの食にかかわる情報 

４．放課後児童クラブや児童館の情報 

５．子どもの病気の時の対応に関する情報 

６．近隣の医療機関の情報 

７．児童手当など公的な経済支援に関する情報 

８．子育てに関するイベント情報 

９．利用したいとは思わない 

10．その他（                    ） 

 

 

問 23 子育てのために市の施策として充実して欲しいことはなんですか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．子育てに関する相談などの充実 

２．子育てのための経済的支援の充実 

３．ボランティア活動などの地域における子育て支援の充実 

４．母子保健サービスや小児救急医療体制の充実 

５．教育環境の充実 

６．子どもたちの遊び場や機会の充実 

７．多子世帯の優先入居などの公営住宅などの住宅面の配慮 

８．道路や施設などのバリアフリー化の推進 

９．仕事と子育ての両立支援についての企業への普及・啓発 
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10．子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策の推進 

11．児童虐待防止対策の推進 

12．ひとり親家庭などへの支援の充実 

13．支援員の訪問による家事支援（食事の準備、洗濯、掃除、買い物の代行やサポート） 

14．支援員の訪問による育児支援（育児のサポート、保育所等の送迎、宿題の見守り、外出時の補助等） 

15．子どもとの関わり方や子育てに悩む保護者向けの親子間の適切な関係性構築のための講義や研修 

16．生活習慣や学習の支援、食事の提供を伴う子どもの居場所となる拠点の整備 

17．特にない 

18．その他（                    ） 

 

問 24 お子さんのために支給されている手当（児童手当、就学支援金等）等の使い途についてうかがいます。 

（主なもの１つを選択） 

１．子どもの食費や学用品等のために使っている  

２．子どもの将来の学費等に当てるために貯金している 

３．お小遣い等として子どもに渡している 

４．子どものためとは限定せず、家族の生活費等として使っている 

５．子ども以外の家族のために使っている 

６．わからない（把握していない） 

７．その他（                    ） 

 

 

問 24-1 問 24 で「４」～「７」を選択した方にうかがいます。   

理由はなんですか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．家計に余裕がないため  

２．使い途は自由だと考えるため 

３．配偶者などが相談なく使ってしまうため 

４．家族の病気治療や介護のため 

５．子育てしている親などのリフレッシュに使うため 

６．その他（                    ） 

 

 

問 25 現在のご家庭の経済状況からお考えください。 

お子さんが大学や専門学校への進学を希望する場合、教育を受けさせるために必要な費用（学費・生活費など）

の準備や、対応については、どのようにお考えですか。（主なもの１つを選択） 

１．必要な費用は準備できている 

２．貯金や学資保険などの準備を始めているが、必要な額が準備できるか不安である 

３．奨学金を利用するつもりである 

４．子どもの自身のアルバイトなどで学費等を払ってもらう 

５．家計が苦しく、進学はさせられない 
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６．まったく目処が立っていない 

７．その他（                    ） 

 

 

■子ども食堂についてうかがいます。                                  

「子ども食堂」とは、家族揃ってご飯を食べることが難しい子ども達に、人と一緒に食べる機会や場を提供する

ことや、学生やお年寄りなど幅広い世代が交流する場としても機能しています。 

 

問 26 こども食堂を知っていますか。また、利用したことはありますか。 

１．知っており利用したことがある 

２．知っているが利用したことはない 

３．知らない 

 

問 26-1 問 26 で「２」を選択した方にうかがいます。 

今後、利用する機会があったとしたら、お子さんに利用させたいですか。（１つを選択） 

１．利用させたい 

２．友達と一緒なら利用させる 

３．興味はあるが、利用させにくい 

４．利用させない 

５．その他（                    ） 

 

問 26-2 問 26-1 で「１」または「２」を選択した方にうかがいます。  

その理由はなんですか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．普段、子どもが朝食や夕食を一人で食べており、誰かと一緒に食べさせたいから 

２．夏休み等の長期休暇に、子どもが昼食を一人で食べているから 

３．普段、家で子どもの食事を用意することができないから 

４．子どもを友達と一緒に食事させたいから 

５．無料または安価なら安心して利用させられるから 

６．その他（                    ） 

 

問 26-３ 問 26-1 で「３」または「４」を選択した方にうかがいます。  

その理由はなんですか。（あてはまるものすべてを選択） 

１．家族以外の人間に迷惑をかけたくないから 

２．子ども一人または子ども達だけで行かせるのは心配だから 

３．子ども食堂を利用していることで、周囲の目が気になるから 

４．子どもに規則正しく食事をする習慣がないから 

５．知らない人が作った食事を子どもに食べさせたくないから 

６．家で毎日子どものための食事を用意できるので、利用させる必要はないから 

７．その他（                    ） 
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■子育てのしやすさや満足度についてうかがいます。                          

問 27 伊達市は子育てがしやすいまちだと感じますか。（１つを選択）また、その理由もご記入ください。 

１．子育てしやすいと感じる 

２．どちらかといえば、子育てしやすいと感じる 

３．どちらかといえば、子育てしやすいと感じない 

４．子育てしやすいと感じない 

５．わからない 

理由（                    ） 

 

 

問 28 伊達市における子育ての環境や支援への満足度についてお答えください。（１つを選択） 

１．満足度が非常に高い 

２．満足度が高い 

３．普通 

４．満足度が低い 

５．満足度が非常に低い 

 

 

問 29 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。 

 

 

 

 

 

 

以上ですべてのアンケート調査は終わりです。 

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 



【報告第１号】 

伊達市子育て世帯くらし応援給付金について 

 

 

■事業の概要 

食費などの物価高騰に直面し、特に影響を受ける子育て世帯の生活に係る負担を軽減するため、

春の進級・進学などに向けた準備時期に合わせて、市独自の給付金を支給します。 

 

■支給対象者 

 令和６年１月１日時点で伊達市内に住所があり、国内に住所がある平成 17 年４月２日から令和

５年 12月 31 日までに出生したお子さん（０歳から 18 歳まで）を養育する方（所得制限なし） 

 

■支給額 

子ども１人あたり 15,000 円（１回限り） 

 

■支給区分 

１．伊達市から令和６年１月分の児童手当・特例給付（以下、児童手当）を支給されている方 

２．所得超過などで児童手当は支給されていないが、中学生以下のお子さんを養育されている方 

３．平成 17 年４月２日から平成 20 年４月１日までに出生したお子さん（以下、高校生など）を 

養育する方 

４．官公庁から令和６年１月分の児童手当を支給されている方（公務員） 

 

■申請方法 

・支給区分「１」にあてはまる方は申請不要 

 ただし、上記にあてはまり、かつ高校生などのお子さんを養育している場合は、そのお子さんの 

申請が必要（下記のとおり） 

・支給区分「２・３・４」にあてはまる方は申請が必要 

給付金の申請フォーム（Ｗｅｂによる申請）または書面による申請書に本人確認書類等を添付 

して子育て支援課へ提出 

 

■申請期限 

令和６年３月 15日（金） 

 

■その他 

 ・支給区分「１」の申請不要の方への支給は、１月 31 日（水）を予定 

  



【報告第２号】  

                                               速報値 

伊達市内認可保育所の入所状況（児童数）について   

 

 

■令和 6 年度保育所申込状況 

                                       単位：人 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

R5 からの継続  25 68 86 114 106 399 

R5 からの転所  9 21 12 6 4 52 

R6 からの新規 37 60 22 19 3 1 142 

合 計 37 94 111 117 123 111 593 

※令和６年１月23日現在の人数であり、今後状況により変動があります。 

 

 

 

■令和５年度待機児童の状況 

 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４・５歳児 

待機児童数（人） 

※R6.1.1 現在 

11 0 0 0 0 


